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第 3巻 第 2号
若君は,アメリカの構造言語学にしろ ヨー ロッパ の
glossematicsにしろ,現代の言言吾学は現実社会から
遊離した実質的意味の乏しい学問になっていると強く
非難している｡拝謁という言語の外面に専ら関心を集
中したり,esotericなまでの形式主義に陥っている,
といい,とくに,言語がそれ自体で安定した記号の体
系であって言語学はそれを記述する学問だという根本
前堤がそもそもの誤りだという｡なぜなら,現実の困
難なItlu/題は,言語の変革にあるのだから,というのであ
る｡
AA諸｢冊ミ現在まじめにとりくんでい る nation
buildingと modernizati()nの問題のひとつとして,
各円とも言言吾の standardizati()nと modernization
の問題がある｡安定した nationallanguageをいか
に形成していくか,近代社会にマッチした思考とコミ
ュニケ-ションのためにいかに言語を合刃口ヒするか,
次々に入ってくる新しい概念に対する語嚢の問題をど
う処理するか,こういった language engiⅠleering
こそが必要なのだ,というのが著書の主張である｡本
書の後半では,マレー語とインドネシア語について具
体的な問題をひとつの例として簡単に説明している｡
現代言語学がしばしば形式的 ･表面的であることは
これまでにもむしろ伝統的な言語学芹から批判されて
きたし,現実の闘,rLfi解決に対する意欲にかけることも
確かであって,この点は何よりもまず強く反省されて
しかるべきであろう｡しかし,著君が現代の言語学の
範囲を狭くみすぎているということは別としても,こ
の書の提起する問題はあまりに大きすぎるO第一にそ
れがもはや学RT]論の問題に関連していること,次にこ
のような問題解決に果たして構造言語学の考え方自体
が本質的に無効なのかどうかということ,また現実の
問題といっても若君の立場とは別にわれわれにはまず
それが外国語の問題であるということ,こういった点
で著省の主張がすべての言語学者たちを納得させ る
か,どうであろう｡ (三谷恭之)
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